
８月６日発表された報告書を読んで、私は
深い失望と強い怒りを感じました。

展望も希望もない報告
報告書では、日本が人類の夢であった長寿
社会を実現したのは社会保障制度の充実のお
かげでもあったと述べ、日本の制度を、日本
を世界一の長寿国にした世界に冠たる社会保
障制度であるとしています。また、日本の医
療保険制度や年金制度は（中略）皆保険・皆
年金の考え方をとっていることが特色となっ
ている。（中略）国際的にみても、低所得者や
無職者まで含めて制度に加入させる仕組みは
一般的なものではなく、1961（昭和36）年
という日本がまだ貧しい段階でこれを実現し
たことは特筆に価すると高く評価しています。
その考え方を引き継いで、当時とは別の意味
で困難なこの時代に、高名な学者によって構
成された「国民会議」は、それに匹敵するよ
うな展望を指し示してくれるのではないかと
期待していました。その期待は見事に裏切ら
れました。

「公助」の後退、「自助」への転化
すべての議論が、日本の社会保障を、「自助」

を基本とし、「共助」が自助を支え、自助や共
助では対応できない困窮などの状況について
は「公助」が補完する仕組みととらえ、今後、
自助努力を支えることにより、公的制度への
依存を減らす、ことを前提に組み立てられて
います。この考えは、日本を世界一の長寿国
にした社会保障制度を実現した考え方を放棄
するに等しいものです。

結果的に、①要支援者に対する介護予防
給付は新たな地域包括推進事業に移行させる　
②一定以上の所得のある利用者の負担を引き

上げる　③施設入所の補足給付において資産
も勘案する　④所得認定の際に非課税年金や
世帯分離配偶者の所得等を勘案する　⑤デイ
サービスは重度化予防に効果的な給付に重点
化する、等々負担増、給付削減の施策が続々
と提案されています。

これらがすべて、「公助」を後退させ「自助」
に負わせることを目的に提案されています。
お金がないから消費税を増税した上に負担も
引き上げる、これでは学者が集まって議論す
るまでもない、誰でもが思いつくレベルの知
恵に過ぎません。消費税を上げ、負担を増や
し、給付を切り下げる、その繰り返しの先に
希望はありません。消費税を上げても上げな
くても、それだけではどうにもならないこと
は明らかです。

安心の保障が好循環を生む
私は、思い切って予算の使い道を変え、先

進諸国に比べて低いと言われる社会保障給付
費を引き上げて、安心を保障し希望を抱くこ
との出来るビジョンを示す。そのビジョンを
具体化するために、消費税のように逆進性の
強い負担ではなく累進的な負担をしてもらう。
それにより、過大な貯蓄が制度構築に回り、
不安による貯蓄が消費に回って健全な経済活
動を活性化させる。経済成長の果実を待って
社会保障を充実させるのではなく、安心を保
障することによって健全に経済を活性化させ
る方向に発想を転換する以外に道はないと考
えています。

困難な状況にある介護者に諦めるという選
択肢はありません。「家族の会」は、希望の持
てる理念と政策への方向転換を実現するため
に、たゆまず努力してゆきます。

やはり、安心の保障以外に道はない
─社会保障制度改革国民会議報告書を読んで─

田部井康夫
（「家族の会」理事、介護保険・社会保障専門委員会委員長）
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